
百
三

十
周

年
～

朔
旦

冬
至

～
人

間
と

宇

宙

さ

く

た

ん

校
長

久
保
田
範
夫

平

成
二

十
六

（

二
〇

一
四

）
年

度

は
、

創
立

百
三

十
周

年

と
い

う
安

積
に

と

っ
て

大
き

な
節

目

と
な

る
年

で
あ

っ
た
。

紫
旗
祭

を
始
め

と

し

て
様

々

な
記

念
行

事
が

催

さ
れ

、
生

徒
諸

君

に
と

っ
て

も
記

憶

に
残

る
一

年
に

な
っ

た

の
で

は
な

い
だ

ろ

う
か
。

私
の
思

い
の
一

端
を
示

す
も
の
と
し
て
、
記
念
式

典
に
お
け
る
私
の
式
辞
の
一

節
を
引
用
す
る
。

歌
人
与
謝
野
晶
子
は

、
次
の
よ
う
な
短
歌
を
残
し

ま
し
た
。

劫
初
よ
り
つ
く

り
営
む
殿
堂
に

わ
れ
も

黄
金
の
釘
一
つ
打
つ

遠

い
遠

い
こ

の

世
界

の
初

め
か

ら

人
間

は
、

文
化

遺

産
と

も
い

う
べ

き

文
芸

・
文

学
と

い
う

無

形
の

殿
堂

を
営

々
と
し

て
築
き

上
げ
て

き

た

が
、

自
分

も
釘

一

本
な

り
と

打
ち

込
み

、

さ
さ

や
か

で
は

あ

る
が

そ
の

営
み

に

参
画

し
た

い
。

そ

れ
も

、
あ

り
き
た

り
の
鉄

の
釘
で

は
な
く
光
り
輝
く
黄
金
の

釘
を
。

私
は

、

本
校

一
期

生
高

山

樗
牛

の
時

代
か

ら
、

現

在
の

一
年

生
で

あ

る
百

三
十

期
生

に

繋
が

る
安

積
の

先

輩
達
が

営
々
と

築
き
上
げ

て

き

た
大

き
な

殿
堂

が

安
積

高
校

で
あ

る

、
と

捉
え

て
い

ま

す
。

気
宇

壮
大

な
与

謝

野
女

史
の

足
元

に

は
及

ば
な

く
と

も
、
安

積
と
い

う
殿

堂

に
集

う

私
た

ち
教

職
員

・

生
徒

が
、

一
人

ひ
と

り

持
っ

て
い

る
釘

を

し
っ

か
り

と
打

ち

込
み

、
こ

の
殿

堂

を
よ

り
高
く

、
よ
り

大
き
く

し

て

い
き

た
い

と
考

え

て
お

り
ま

す
。

そ

の
釘

は
、

プ
ラ

チ

ナ
か

も
知

れ
な

い
し

、

或
い

は
鉄

や
木

製

の
も

の
も

あ
る

か
も
知

れ
ま
せ

ん

が
、

こ
の

殿

堂
の

ど
こ

か
に

打
ち

込

む
場

所
が

、
釘

が

ぴ
っ

た
り

と
収

ま

る
場

所
が

必
ず

あ

る
は

ず
で

す
。

仮

に
、
在

学
中
に

う
ま
く

釘

を
打

ち

込
む

こ
と

が
で

き

な
か

っ
た

と
し

て

も
、

大
震

災
の

経

験
を

し
っ

か
り

踏
ま

え

て
、

生
涯

に
亘

っ

て
知

性
を

磨
き
続

け
る
こ

と
に

よ
っ
て
、
安

積
と
い
う
殿
堂
を
確
固
た

る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
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昨

年

の

「

安

積

野

第

一

二

九

号

」

に

私

は

、
「

安
積

の

「

輪

」
、

巡
り

来

る

季

節

」

と

い

う

タ

イ
ト

ル

で

、
「
卒

業

後

も

続
く

安

積

の

絆
、

わ

安
積

・

あ
さ

か
・

Ａ
Ｓ

Ａ

Ｋ
Ａ

と
い

う
大

き
く

て

強
い

輪
の

存
在

」

に
つ

い
て

書
い

た

の
だ

が
、

そ
の

中

で
「

冬
至
」

に
も
触

れ
て
い

る
。

少
し
長
く
な

る
が
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

…

冬

至

は

「

日

短

き

こ

と

至

る

」

と

い

う

意

味

で

、

太

陽

が

出

て

い

る

時

間

が

一

年

で

最

も

短

い

日

で

あ

り

、

夜

の

時

間

が

一

年

で

き
わ
ま

最

も
長
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ

の
た
め
、
昔

の
人
々
は
「
生

命
の
終
わ
る
時
期

、
死

に
一
番
近
い
日
」
だ

と
考
え
て
い
た
よ
う
で

、

現
在

で
も

、

そ
の

厄
を

払
う

た

め
に

か
ぼ

ち
ゃ

や
お

汁

粉
を

食
べ

た
り

、

ゆ
ず

湯
に

入
る

な

ど
し

て
体

を
温

め

る
こ

と
で
、

栄
養
を

と

り
無
病
息
災
を
願

う
風
習
が
続
い
て
い
る
の

だ
。
…

さ

て
、

平
成

二

十
六

（
二

〇
一

四
）

年

度
の

冬
至

は
、

十

九
年

に
一

度
の

特

別
な

冬
至

で
あ

り

、
我

々
は

非
常

に
レ
ア

で
、
め

で
た
い

年

度
に

遭
遇
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
今
回
も
冬
至
を

話
題
に
し
た
い
。

今
年

度
は

、
安

積

百
三

十
周

年
と

い
う

記

念
す

べ
き

年
で

あ

り
、

さ
ら

に
、

旧

暦
の

十
一

月
一

日

（
新

月
）

と
冬
至

が
重
な

る
「
朔

旦
冬

さ
く

た
ん

至

」
と
な
っ
た

。
太
陽
と
月
の
周
期
（
約
三
百
六
十
五
日
と

約
二
十
九

．
五
日

）
は
当
然
違
っ
て
い
て

両
者
が
毎
年
重
な
る
わ
け
で

は
な
く

、

月

の
満

ち
欠

け
を

も

と
に

す
る

太
陰

太
陽

暦

と
太

陽
暦

の
関

係

が
十

九
年

で
ほ

ぼ

元
に

戻
る

た
め

、

十
九

年
に

一
度
重

な
る
よ

う
だ
。

因
み

に

、

我

々

が

通

常

口

に

す

る

「

旧

暦

」

と

は

、

厳

密

に

は

、

太

陰

太

陽

暦

の

中

で

も

特

に

「

天

保

暦

」
（

天

保

十

五

年

＝

一

八

四

四

年

よ

り

用
い

ら
れ
た
江
戸
幕
府
最
後
の

暦
法
）
の
こ
と
を
指
す
。

昨
年

書
い

た
よ

う

に
、

昔
の

人
々

が

「
生

命
の

終
わ

る

時
期

、
死

に
一

番
近

い

日
」

だ
と

考
え

て

い
た

冬
至

は
、

一
方
で

極
限
ま

で
弱
ま

っ
た

太

陽
が

復
活

す
る

日
と

さ

れ
て

き
た

。
そ

し

て
旧

暦
で

は
、

月

齢
０

の
新

月
を

含

む
日

が
月

の
第

一

日
、

つ
ま
り

始
ま
り

の
日
で

あ
る

「

朔
日

」
な

の
だ

。

こ
う

し
て

、
太

陽

の
復

活
の

日
「

冬

至
」

と
、

月
の

復
活

・

始
ま

り
の

日
「

新

月
」

が
重

な
る

朔
旦
冬

至
は
、
非

常
に

つ
い
た
ち

お
め
で

た
い
日
だ
と
さ
れ
、
古
来
、

朝
廷
で
は
盛
大
な
祝
宴
を

催
し
て
き
た
と
い
う
。

具

体

的
に

は
、

天
皇

が

紫
宸

殿
に

出
御

し

て
祝

い
、

後
日

、

新
嘗

祭
（

現
在

は
十

一

月
二

十
三

日
）

の

翌
日

、
豊

明

の

節
会
で

、
朔
旦

と
よ
の
あ
か
り

せ
ち

え

叙
位

、
恩

赦

を
行

っ
た

と
い

う
。

日

本
以

外
で

も
、

冬

至
（

或
い

は
、

冬

至
か

ら
翌

日
に

か

け
て

、
冬

至
の

直
後

な
ど
）

に
は
、

世
界
各

地
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で
冬
至
祭
が
祝
わ
れ
て
き

た

。
北
欧
の
ク
リ
ス
マ
ス
も

、
起
源
は
冬
至
祭
（
ユ
ー
ル
＝
北
欧
語:

J
u
l

、
英
語:

Y
u
l
e

）
で
あ
る
と
言
わ
れ

、

や
は

り

お
め

で
た

い
日

な

の
で

あ
る

。
こ

の
「

ユ

ー
ル

」
は

、
古

代

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

ゲ

ル
マ

ン
民

族
、

ヴ

ァ
イ

キ
ン
グ

の
間
で

、
冬
至

の
頃

に

行
わ

れ
た

祭
り

の

こ
と

で
、

後
に

、

キ
リ

ス
ト

教
と

の

混
交

が
行

わ
れ

た

が
、

北
欧

諸
国

で
は

現

在
で

も
ク

リ
ス

マ
ス
の

こ
と
を

ユ
ー
ル

と

呼
ぶ

。

英
語

で
も

ユ
ー

ル

タ
イ

ド
（Y

u
l
e
t
i
d
e

）

と
呼

び
、

ク
リ

ス
マ

ス

の
祝

祭
自

体
を

指
す
言

葉
と
な

っ
た
が

、
現
在

は
古
語

と
さ
れ

て

い
る
。
北
欧
の
ユ
ー
ル
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
以
前

の
習
慣
と
結
び
つ
い
た
、

独
自
の
様
々
な
習
慣
が
み
ら

れ
る
と
い
う
。

t
i
d
e

は

、t
i
m
e

で

あ
り

、
時

、
季

節

、
潮

流
と

い
っ

た

意
味

を
持

つ
。

こ

の
「t

i
d
e

」

と
い
う

言
葉
か

ら
の
連

想
で
、

ち
ょ
っ

と
脱
線

す

る

が

、

約

二

十

年

前

に

、
「

ク

リ

ム

ゾ

ン

・

タ

イ

ド

」
（C
r
i
m
s
o
n

T
i
d
e

深

紅

の

潮

流

）

と

い

う

タ

イ

ト

ル

の

映

画

が

あ

っ

た

。

ロ

シ

ア

で
起

き
た

叛

乱
に

そ
な

え
て

出
港

し

た
原

子
力

潜
水

艦

を
舞

台
と

す
る

潜

水
艦

映
画

。
冷

戦

後
の

世
界

を
背

景
に

、
弾
道

ミ
サ
イ

ル
と
い

う

究
極

の

破
壊

力
の

行
使

を

め
ぐ

っ
て

、
主

演

の
デ

ン
ゼ

ル
・

ワ

シ
ン

ト
ン

と
艦

長
役

の

ジ
ー

ン
・

ハ
ッ

ク

マ
ン
ら

に
よ
る

緊
迫
し

た
ド
ラ

マ
が
展
開
さ
れ
る
。

脱

線
つ

い

で

に

、
「

ク
リ

ム

ゾ

ン
」

と

言

え

ば

、
『

ク
リ

ム

ゾ

ン

・
キ

ン

グ

の

宮
殿

』
（I

n
T
h
e

C
o
u
r
t

O
f

T
h
e

C
r
i
m
s
o
n

K
i
n
g

）

を

忘

れ

て
は

な
ら

な
い

。

こ
れ

は
、

一
九

六
九

年

に
発

表
さ

れ
た

キ

ン
グ

・
ク

リ
ム

ゾ

ン
の

フ
ァ

ー
ス

ト

・
ア

ル
バ

ム
で
、

プ
ロ
グ

レ
ッ
シ

ブ
・

ロ

ッ
ク

と
い

う

ジ
ャ

ン
ル

を
確

立

し
た

記
念

碑
的

な

作
品

で
あ

り
、

そ
の

後

の
ロ

ッ
ク

史
に

も

多
大

な
影

響
を

与
え

た
。
十

四
週
に

わ
た
っ

て

ア

ル
バ

ム
チ

ャ
ー

ト

を
独

走
し

て
い

た
ビ

ー

ト
ル

ズ
の

『A
b
b
e
y

R
o
a
d

』
を

抜
い

て
首

位
の
座

を
奪
っ

た
と
言

わ
れ
て

い
る
が

、
実
際

は

そ
う

で
は

な
か

っ

た
ら

し
い

。
そ

れ

は
兎

も
角

、
ロ

バ

ー
ト

・
フ

リ
ッ

プ
の

ギ

タ
ー

と
、

グ
レ

ッ

グ
・

レ
イ

ク
の

ボ
ー
カ

ル
＆
ベ

ー
ス
は

、

凄
い

の

一
言

。
こ

う
し

て
、

脱

線
ば

か
り

す
る

の

は
、

私
が

安
積

で

国
語

（
特

に
現

代

文
）

を
教

え
て

い

た
頃

か
ら
変

わ
ら
な

い
と
言

わ
れ

る
の
だ
が
、

切
り
が
無
い
の
で
こ
の
く
ら

い
に
し
た
い
。

閑

話

休

題

、
先

程

、
十

九
年

に
一

度

と
述

べ
た

が
、

二

〇
一

四
年

の
次

の
『

朔

旦
冬

至
』

は
、

十

九
年

後
で

は
な

く

三
十

八
年

後
の
二

あ
だ
し
ご
と
は
さ
て
お
き

〇

五

二

年

に

な

る

ら

し

い

。

こ

れ

は

、
「

旧

暦

二

〇

三

三

年

問

題

」

に

よ

る

も

の

で

、

こ

ん

な

事

態

が

起

こ

る

の

も

一

八

四

四

年

に

天

保

暦
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が
制

定
さ

れ
て

か

ら
百

八
十

九
年

で

初
め

て
の

こ
と

と

い
う

。
こ

れ
は

、

旧
暦

の
月

名
が

、
天

保

暦
の

暦
法

で
決

定
で
き

な
く
な

る
問
題

な

の

だ

が

、

こ

こ

で

は

詳

し

く

は

触

れ

な

い

の

で

、

興

味

の

あ

る

生

徒

は

調

べ

て

み

て

ほ

し

い

。
（

因

み

に

、

国

立

天

文

台

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
o
.
a
c
.
j
p

）

の

解

説

が

分

か

り

易

い

が

、

そ

れ

に

よ

る

と

、

こ

の

問

題

を

回

避

す

る

案

と

し

て

は

三

つ

の

案

が

あ

り

、

閏

月
を

決

め
る

際
に

冬
至

を

優
先

し
て

閏
十

一
月

と

す
る

か

(

案

一)

、

秋
分

を
優

先

し
て

閏
七

月
と

す
る
か

(

案

二)

、
冬

至
を
優

先
し
た

場

合
で
も
、
閏
一
月
と
す
る

（
案
三
）
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
の
こ
と
。
）

た
だ
、
国
立
天
文
台
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ち
ょ
っ
と

気
に
な
る
記
述
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る

。

「

わ
が

国

で
は

さ
ま

ざ
ま

な

文
化

や
慣

習
が

太

陰
太

陽
暦

に
端

を

発
し

て
お

り
、

今
で

も

旧
暦

と
い

う
呼

び
方

で
そ
れ

は
生
き

残
っ
て

い

る
。

な
お

、
旧

暦

（
中

略
）

は
既

に
廃

止

さ
れ

、
そ

の
手

順

ど
お

り
に

推
算

・

公
表

す
る

機
関

も

な
い

た
め

、
通

常
は

現
代
天

文
学

に

よ

る

朔

や

二

十

四

節

気

の

情

報

を

元

に

構

築

し

て

い

る

と

い

う

の

が

実

態

。
（

中

略

）

旧

暦

は

既

に

廃

止

さ

れ

て

お

り

、

公

的

機

関

が
ど

の
案

を
採

用

す
る

か
決

定
す

る
こ

と

は
な

い
だ

ろ
う

。

皆
さ

ん
な

ら
ど

れ

が
お

好
み

だ
ろ

う

か
。

ち
な

み
に

中
秋

の
名
月

は
、
案

一
の

場
合

は

九
月

八
日

、
案

二

の
場

合
は

十
月

七

日
と

い
う

こ
と

に

な
る

。
二

〇
一

四
年

の

中
秋

の
名

月
も

九

月
八

日
な
の

で
、
案

一

の
よ
う
に
冬
至

を
優
先
し
て
も
、
そ
の
せ
い

で
中
秋
の
名
月
が
早
く
な

り
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い

。
」

こ

こ
に

あ
る

と

お
り

旧
正

月
や

旧

盆
を

は
じ

め
、

日

本
の

様
々

な
文

化
・

慣

習
が

絡
む

問
題

で

あ
り

、
政

府
等

の
公
的

な
機
関

が
正
面

か

ら

こ
の
問

題
に
関

わ
る
こ

と
は
な

い
と
し

て
も
、

例
え
ば

「
大
学

共
同
利

用
機
関

法
人

自
然
科

学
研
究

機
構

国
立
天

文
台

N
a
t
i
o
n
a
l

A
s
t
r
o
n
o
m
i
c
a
l

O
b
s
e
r
v
a
t
o
r
y

o
f

J
a
p
a
n

」
と
い

っ
た
研

究
機
関

等
が
イ

ニ
シ
ア

チ
ブ
を

と
っ
て

、
混
乱

の
無
い

よ
う
に

し
て
ほ

し
い
と

考
え

る

。
そ

し
て

、
生

徒
諸

君

に
は

、
朔

旦
冬

至

を
も

た
ら

す
太

陽

、
地

球
、

月
の

運

行
、

そ
も

そ
も

地

球
を

含
む
こ

の
宇
宙

は
何
故

誕
生

し

た
の

か
、

別
の

宇

宙
は

在
る

の
か

、t
i
d
e

即
ちt

i
m
e

・
時

間

と
は

い
っ

た
い

何

な
の

か
、

我
々
人

間
は
何

処
か
ら

来
て
何

処
へ
行
こ

う
と

し
て
い

る
の
か
等
々
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
物
思
い
に
ふ
け
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
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（
メ
モ
）

誕

生

中

国

日

本

ロ

ー

マ

暦

法

太

陰

太

陽

暦
（
所
謂
、
旧
暦

）

太

陽

暦

名

称

元
嘉
暦

儀
鳳

暦

大
衍
暦

宣
明
暦

貞
享
暦

宝
暦
暦

寛
政
暦

天
保
暦

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦

「
貞
享
暦
」
＝

「
天
地
明
察
の
」
渋
川
春
海

が
作
っ
た
、
初
の
国
産
の

暦
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